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　懸難

一9月24日から結核予防週問一

いまや結核は、不治の病気ではありません。

とはいうものの、まだまだ患者の数は多いり

が現状です。

家族のなかから結核患者を出さないため、

まず、定期的な健康診断を受けましょう。

村では、8月21日満二歳児のツベルクリン

反応検査を行いました。
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お年寄りを大切に

15日から老人週間
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ふ
え
続
け
る
老
人
世
帯

ひ
と
り
暮
ら
し
は
六
十
六
万
人

　
明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性
四
十
二
・
八
歳
、
女
性
四
十
四
・

三
歳
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
百
年
、
男

性
は
七
十
二
・
六
九
歳
、
女
性
七
十
七

・
九
五
歳
と
、
世
界
の
長
寿
国
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
ヘ
躍
り
出
た
の
で
す
。

　
も
は
や
「
人
生
七
十
年
」
あ
た
り
前

の
こ
と
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
日
本
は
高
齢
化
社
会
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
た
い

へ
ん
速
い
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
年
は
、
十
五
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
働
き
手
八
・
五
人
に
対
し
、

老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）
一
人
の
比
率

で
し
た
が
、
三
十
年
後
の
昭
和
八
十
年
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に
は
、
働
き
手
四
・
一
人
に
対
し
老
人

一
人
と
な
り
ま
す
。

　
問
題
は
、
単
な
る
老
人
人
口
の
増
加

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
家
族
の
増

加
、
扶
養
意
識
の
変
化
な
ど
か
ら
、
高

齢
者
世
帯
の
増
加
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
、

全
国
で
約
六
十
六
万
人
に
の
ぼ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
制
度
、
老
入
医
療
の
無
料
化
、

住
宅
問
題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
社

会
保
障
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
老

後
を
い
か
に
生
き
る
か
、
と
い
う
面
に

も
目
を
む
け
る
時
を
迎
え
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
　
“
長
い
持
ち
時
間
”
を

豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
「
生
き
が
い
対

　
　
　
　
　
　
　
　
策
」
が
よ
り
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
な
意
味
を
も
っ
て

　最高齢者、橋本いちさん
　御正新田にお住まいの橋本いちさん
は、明治17年生れで今年満94歳となり
江南村1番の高齢者です。
　最近は、足と耳が不自由になり外へ
は出られないそうですが、家の中の生
活は、自分で何でもこなすしっかり者
です。

　お年より若く見えるおばあちゃん、
肌のつやも良く元気、これからも健康
に注意して長生きしてください。

く
る
の
で
す
。

　
こ
の
問
題
は
お

年
寄
り
本
人
の
課

題
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

周
囲
の
人
た
ち
も
、

お
年
寄
り
の
生
き

が
い
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
相
談
に
の
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

村
の
老
人
対
策

　
現
在
村
で
行
っ
て
い
る

老
入
福
祉
対
策
に
つ
い
て

そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
て

み
ま
す
。

○
老
人
医
療
費
の
無
料
化

　
六
十
八
歳
以
上
の
か
た

は
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
の
が
無
料
で
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療

で
、
ご
自
身
の
健
康
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遺

　
老
人
で
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
か
た
や
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す

る
人
の
い
な
い
世
帯
で
、
日
常
生
活
に
、

支
障
の
あ
る
場
合
に
は
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
派
遺
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
民
生

委
員
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

　
村
内
に
、
十
八
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
求
め
て
、
教
養
講
座
や
座
談
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
積

極
的
に
展
開
レ
て
い
ま
す
。

○
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
園

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、
家
庭
で
の
生

活
が
困
難
な
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
に

は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
、
ま
た
、
重

い
障
害
者
で
家
庭
に
介
護
者
の
い
な
い

寝
た
き
り
の
状
態
の
か
た
に
は
、
特
別

養
護
老
入
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

庭奉仕員）」おばあちゃん「こ

○
老
齢
福
祉
年
金

　
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
身
体
に

重
い
障
害
の
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
か

た
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
が
支
結
さ
れ

て
い
ま
す
。
月
額
一
万
六
千
五
百
円

○
敬
老
年
金

　
長
寿
の
お
祝
い
の
年
金
と
し
て
、
七

十
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で
四
千
円
、
八

十
歳
か
ら
八
十
四
歳
ま
で
五
千
円
、
八

十
五
歳
以
上
六
千
円
支
給
し
ま
す
。

○
寝
た
き
り
老
人
手
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
、
身
体
が

不
自
由
で
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
い
て

い
る
か
た
に
対
し
て
は
、
そ
の
手
当
と

し
て
月
額
二
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

○
「
敬
老
の
日
」
記
念
品
の
贈
呈

　
七
十
歳
以
上
の
方
に
は
、
敬
老
の
日

に
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。
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H
村
民
球
技
大
会
結
果
“

　
八
月
六
日
（
日
）
と
八
月
十
三
日
（
日
）

の
二
日
問
、
江
南
村
体
育
協
会
主
催
に

よ
る
村
民
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
三

十
一
チ
ー
ム
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
荒
川
グ

ラ
ン
ド
、
野
球
（
江
南
中
グ
ラ
ン
ド
）

に
別
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
Q　

優
勝
チ
ー
ム
と
各
チ
ー
ム
の
戦
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
　
優
勝
　
江
南
ヂ
ー
ゼ
ル

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
　
優
勝
　
上
新
田
レ
デ
ィ
ー
ス

　
野
　
球

　
　
優
勝
畜
産
試
験
場

小御
江正
川第
A二

三
　
本
　
A

樋
　
春
　
B

一
二
　
本
　
B

春
　
の
　
原

御
正
第
一

（
女
子
ソ
フ
ト
）

細
占
H
縦
正
濫

（
野
球
）

畜産

中
央
フ
ァ
イ
タ
ー

柴
・
千
代

中
央
ク
ラ
ブ

片
山
鉄
工

板上須畜
押　賀

江南ヂーゼル
（男子ソフト）

井切広産

片
山
鉄
工

上
新
田
B

野
　
　
　
原

中
央
ク
リ
ー
ン

上
新
田
A

御
正
第
三

下
押
切
A

江
南
ヂ
ー
ゼ
ル

五
　
月
　
会

樋
春
A

国保のあらまし
　（2）保険給付

　
国
保
の
保
険
給

付
は
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
の
治

療
、
入
院
、
薬
剤
、

看
護
、
移
送
な
ど

の
医
療
費
（
療
養

の
給
付
と
い
い
ま

す
。
）
出
産
の
場
合

の
助
産
費
お
よ
び

死
亡
の
場
合
の
葬

祭
費
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

①
療
養
の
給
付

　
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
、
保
険

証
を
持
参
し
て
、

保
険
医
の
診
療
を

受
け
る
こ
と
を
療

養
の
給
付
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三

割
を
患
者
が
負
担
し
、
（
こ
れ
を
一
』
部
負

担
金
と
い
い
ま
す
。
）
七
割
が
療
養
の
給

付
と
な
り
ま
す
。

②
療
養
費

　
保
険
診
療
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う

十

癖
院

／＼＼

　　〆へ

な
場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
を
被
保
険

者
が
支
払
い
、
あ
と
で
保
険
者
（
江
南

村
）
に
請
求
し
て
、
払
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
額
は

保
険
診
療
を
基
準
と
し
た
額
の
七
割
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
療
養
費
と
い
い
ま

す
。●

急
病
老
ど
で
、
保
険
を
扱
っ
て
い
な

い
病
院
に
緊
急
入
院
し
た
り
、
あ
る
い

は
旅
先
で
病
気
や
ケ
ガ
を
し
、
保
険
証

を
持
参
し
て
な
か
っ
た
た
め
、
保
険
診

療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
の
場
合
。

●
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
は
り
、
灸
な
ど
の
施
術
を
受
け
た

場
合
。

●
輸
血
の
血
液
代
や
コ
ル
セ
ッ
ト
を
作

っ
た
場
合
。

●
医
師
の
指
示
に
よ
り
付
添
看
護
婦
を

つ
け
た
場
合
。
た
だ
し
事
前
に
保
険
者

（
江
南
村
）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
所
定
の
看

護
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
高
額
療
養
費

　
こ
の
制
度
は
、
一
人
一
カ
月
一
医
療

機
関
に
お
け
る
自
己
負
担
額
が
三
万
九

三
勧

β
貧
刎

負

へ
＠

へ
◎
慶

　
」

葬
褒
歪

／
－
区
彦
ρ

bV
　逸

材
添
者
謎
蘇

　
こ
　
’

　
　
’
ウ

　
鱒
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罫

多
爺
に

裸
険
者
の

諏
齢
乞

礁

千
円
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
、
保
険
者
（
江
南
村
）
が

負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
部
屋
代
差
額

や
歯
科
の
自
由
診
療
な
ど
、
保
険
診
療

外
の
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
一
人
一
カ
月
の
医
療
費

総
額
が
二
十
万
円
と
し
ま
す
と
、
患
者

負
担
は
そ
の
三
割
の
六
万
円
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
三
万
九
千
円
を
超
え
た
二
万

一
千
円
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

④
助
産
費

　
被
保
険
者
が
お
産
を
し
た
と
き
、
六

万
円
の
助
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
妊
娠
四
ケ
月
以
上
で
あ
れ
ば
、
流

産
、
死
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
葬
祭
費

　
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬
儀

を
行
う
人
に
二
万
円
の
葬
祭
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）
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ち
．
鐙
動

ス
リ
眠
）
誉

ラ
一

メ
ユ

カ
ニ

　
　
七
月
二
十
六
日
～
八
月
十
三
日
ま
で

　
親
子
水
泳
教
室
を
開
催
、
四
十
七
組
の

く
親
子
が
熱
心
に
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
叢

〉
南
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
団
で
は
、
八
月
十
九

　
日
と
二
十
日
の
二
日

　
間
、
学
校
キ
ャ
ン
プ

　
を
行
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日
、
二
▼

十
四
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
商
工
会
青
年
部

主
催
の
盆
お
ど
り
大

会
は
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

）

）

た
の
し
か
っ
た

親
子
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
柴
、
．
千
代
青
年
部
長

　
満
天
の
星
空
の
下
で
恒
例
の
親
子
キ

ャ
ン
プ
大
会
を
八
月
十
三
日
柴
運
動
場

で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
青
年
部
、
婦
人
部
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と
、
日
頃
仕
事
で

忙
し
い
親
達
と
子
供
達
が
親
子
の
対
話

を
お
こ
な
う
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も

の
で
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
か

ら
役
員
全
員
で
キ
ャ

ン
フ
フ
ア
イ
ヤ
ー
の

準
備
や
舞
台
作
り
、

そ
し
て
婦
人
部
の
役

員
は
、
夕
食
の
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
の
準
備
で

大
活
躍
で
し
た
。

五
時
三
十
分
か
ら
元

気
な
子
供
達
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
、

村
長
、
助
役
、
地
区

議
員
の
皆
さ
ん
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
て
、

青
年
部
、
婦
人
部
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始

ま
る
頃
、
高
さ
三
メ

ー
ト
ル
を
越
え
る
大

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
に
点
火
さ
れ
ま

し
た
。

　
夜
空
を
焦
が
す
勢
い
で
燃
え
あ
が
る

炎
を
囲
ん
で
、
子
供
達
の
マ
イ
ム
マ
イ

ム
や
婦
人
部
の
踊
り
が
燥
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
婦
人
部
は
、
昨
年
の
民

謡
大
会
入
賞
を
記
念
し
て
新
調
し
た
浴

衣
婆
で
次
々
と
鮮
か
な
手
踊
り
を
披
露

す
る
と
、
子
供
や
見
物
の
人
達
を
支
え

た
踊
り
の
輪
は
一
層
大
き
く
広
が
り
素

晴
ら
し
い
盛
り
上
が
り
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
設
の
無
料
生
ビ
ー
ル
コ
ー

ナ
ー
は
大
繁
盛
、
志
願
の
生
ビ
ー
ル
コ

ー
ナ
ー
責
任
者
が
大
忙
が
し
で
し
た
。

最
後
は
、
消
え
ゆ
く
炎
を
惜
し
み
つ
つ

）
）

▲みんなでおどりました

子
供
達
の
花
火
大
会
を
も
っ
て
幕
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
新
し
い
企
画
を
取
り
入
れ
て

更
に
充
実
し
た
催
し
に
し
た
い
ど
思
い

ま
す
。

穐
§
§
疑
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
譲

㎜∞

　
く
ら
し
の
知
恵

猷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

㎜
網
戸
難
で
㎜

欝
甕
篠
雛
濃

剛
ち
を
守
り
大
活
躍
し
て
く
れ
た
網
戸
に
瓢

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
瓢

森
講
魏
麓
稿
野
謡
盤

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

∞㎜がく

よ
う
に
ゴ
シ
ゴ
シ
と
力
を
入
れ
る
㎜
∞

瓢
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
瓢

㎜
網
戸
も
い
た
築
き
れ
い
に
す
る
㎜

瓢
に
は
、
ま
ず
大
き
め
の
ス
ポ
ン
ジ
（
ま
猷

警
は
ぞ
う
き
ん
）
を
一
一
つ
用
意
し
て
滋

剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

㎜
難
舗
篶
蕊

㎜㎜

ま
た
・
台
所
の
網
戸
の
場
含
ゴ
ミ
㎜

蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

蹴
と
油
が
い
っ
し
ょ
に
こ
び
り
着
い
て
い
蹴

剛
ま
す
の
で
、
こ
の
方
法
で
は
、
ち
ょ
っ
猷

饗
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
・
こ
の
場
合
は
・
㎜

蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

㎜㎜

響
結
a
儲
罐
毅
灘
㎜

㎜
ま
勢
の
方
法
は
手
が
荒
れ
る
の
㎜

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

欝
巽聾

鋒慧
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同

和

（

／＼

問
題
シ
リ
ー
ズ

閃
同
和
地
区
だ
け
に
な
ぜ

（

　
　
　
　
　
　
　
（
前
号
つ
づ
き
）

　
る
と
い
う
こ
と
、
だ
か
ら
同
和
対
策

　
事
業
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り

　
ま
す
。

　
　
で
も
、
ほ
か
に
困
ま
っ
て
い
る
人

　
た
ち
の
こ
と
を
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

　
　
ま
た
、
部
落
差
別
解
消
の
た
め
に

　
は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
よ
り
、
差

　
別
す
る
側
の
地
区
外
の
人
の
教
育
の

　
方
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

　
か
。

　
は
、
こ
の
あ
と
お
話
し
し
ま
す
。
は

　
じ
め
の
ご
質
問
に
つ
い
て
、
も
う
す

　
こ
し
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
同
和
対
策

　
審
議
会
で
答
申
し
た
文
章
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
な
が
ら
お

　
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
同
和
地
区
が
し
ば
し
ば
一
般
低

　
所
得
地
区
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が

　
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
い

　
認
識
で
は
な
い
。
一
般
の
低
所
得
地

　
区
と
異
な
る
の
は
、
部
落
差
別
が
存

　
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
居

住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た

　
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
的
行
動
に

K
　
部
落
差
別
が
、
今
で
も
残
っ
て
い

T
　
あ
と
の
ご
質
問
、
教
育
に
つ
い
て

　
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
。

　
　
こ
の
文
章
を
考
え
る
こ
と
は
、
同

和
地
区
だ
け
に
な
ぜ
、
と
か
、
同
和

　
地
区
外
に
も
困
ま
っ
て
い
る
人
が
い

　
る
と
い
う
ご
質
問
に
対
す
る
一
つ
の

　
答
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
同
和
地
区
外
の
困
ま
っ
て
い
る
人

　
（
こ
の
場
合
低
所
得
者
）
の
場
合
、

　
部
落
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ

　
に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
に
ょ
る

　
生
活
行
動
の
制
限
が
加
え
ら
れ
る
よ

　
う
な
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え

　
ら
れ
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
同

　
和
地
区
外
の
困
ま
っ
て
い
る
人
は
ほ

　
お
っ
て
お
い
て
も
よ
い
と
い
う
の
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
問
尊
重
、
住
民

　
福
祉
な
ど
の
立
場
か
ら
、
一
般
行
政

施
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
　
で
も
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る

　
の
に
、
同
和
地
区
だ
け
に
な
ぜ
、
と

　
い
う
考
え
だ
け
を
お
し
進
め
て
い
く

　
と
、
部
落
差
別
は
な
く
な
ら
ず
、
部

　
落
差
別
を
支
え
る
自
分
中
心
の
見
方

　
だ
け
が
残
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

　
か
。

K
　
同
和
地
区
外
の
困
ま
っ
て
い
る
人

　
と
同
和
地
区
に
住
む
人
の
ち
が
い
に

　
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、

　
な
ぜ
、
同
和
地
区
だ
け
に
と
、
き
か

　
れ
た
時
の
答
え
と
し
て
ば
、
は
っ
き

　
り
し
ま
せ
ん
ね
。

T
　
は
い
、
そ
の
こ
と
は
、
同
和
地
区

　
外
と
同
和
地
区
の
、
問
題
だ
と
思
い
ま

　
す
ね
。

　
　
ま
た
、
な
ぜ
、
同
和
地
区
に
同
和

　
対
策
事
業
を
行
な
う
か
の
問
題
で
も

　
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
単
純
な
図
式
化
に
な
り
ま
す
が
、

　
部
落
差
別
の
実
態
と
し
て
、
同
和
地

　
区
の
人
々
の
貧
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
貧
し
さ
は
、
生
活
環
境
を
悪
く
し
ま

　
す
。
生
活
環
境
の
ひ
く
さ
は
、
同
和

　
地
区
に
つ
い
て
、
同
和
地
区
外
の
人

　
々
に
ま
ち
が
っ
た
見
方
や
考
え
方
を

　
う
え
づ
骨
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て

　
差
別
す
る
心
を
育
て
ま
す
。
同
和
対

　
策
審
議
会
答
申
で
は
、

　
　
「
そ
こ
に
は
、
　
“
差
別
”
が
原
因

　
と
な
っ
て
“
貧
困
”
が
同
居
し
て
い

　
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
差

　
別
が
差
別
を
生
む
、
こ
の
差
別
の
悪

　
循
環
を
絶
ち
切
ろ
う
と
す
る
、
そ
の

　
一
つ
が
、
道
を
よ
く
し
た
り
、
住
宅

　
を
よ
く
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
の

　
で
す
。

K
　
そ
う
す
る
と
、
部
落
差
別
と
は
ど

　
う
い
う
こ
と
か
、
ほ
ん
と
う
に
正
し

　
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、
正
し
い
見

　
方
、
考
え
方
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

へ
、
∩

6

　
と
に
な
り
ま
す
ね
。

T
　
は
い
、
一
応
は
そ
う
い
え
ま
す
。

　
な
ぜ
、
一
応
か
と
い
う
と
、
第
二
の

　
問
題
、
行
政
、
教
育
が
徹
底
し
て
い

　
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
　
同
和
対
策
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

　
っ
て
は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対

　
す
る
ま
ち
が
っ
た
見
方
、
考
え
方
を

　
な
く
す
、
い
わ
ゆ
る
啓
も
う
、
啓
発

　
の
し
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
同
和
対
策

　
事
業
と
お
そ
く
も
同
時
か
、
あ
る
い

　
は
、
一
歩
も
二
歩
も
先
行
し
て
こ
の

　
し
ご
と
を
徹
底
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
お
く
れ

　
た
り
、
徹
底
し
て
い
な
い
場
合
、
誤

　
解
を
生
み
、
同
和
行
政
は
正
し
く
進

　
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
広
い
意
味
の
同
和
教
育
に
な
り
ま
す

　
が
、
い
ず
れ
に
し
で
も
、
同
和
地
区

　
外
の
人
々
か
ら
出
さ
れ
る
、
あ
る
い

　
は
全
市
民
か
ら
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

　
な
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
行
政
、
教
育

　
が
大
切
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

K
　
同
和
問
題
に
対
す
る
行
政
、
教
育

　
の
主
体
性
と
い
う
問
題
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
（
次
号
同
和
対
策
事
業
）

　
　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
対
策
課
）

讐
碁
轍
賞

　
　
ラ
イ
オ
ン
と
イ
ノ
シ
シ

　
暑
い
夏
の
日
ざ
か
り
、
の
ど
の
乾
い

た
ラ
イ
オ
ン
と
イ
ノ
シ
シ
が
同
時
に
泉

を
み
つ
け
ま
し
た
。

　
東
か
ら
ラ
イ
オ
ン
、
西
か
ら
イ
ノ
シ

シ
、
泉
を
は
さ
ん
で
に
ら
み
合
い
。

　
「
俺
の
方
が
さ
き
だ
」
と
お
互
い
に

ゆ
ず
ら
ず
、
ア
ワ
ヤ
一
戦
と
思
う
と
き
、

二
匹
は
、
樹
の
上
の
タ
カ
が
、
ど
ち
ら

か
が
倒
れ
た
ら
食
お
う
と
待
ち
か
ま
え

て
い
る
の
を
み
て
、
　
「
ハ
ゲ
タ
カ
に
食

わ
れ
る
な
ら
、
仲
よ
く
ゆ
ず
り
あ
っ
た

方
が
い
い
ね
」
と
仲
直
り
し
て
泉
の
水

を
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。
　
（
イ
ソ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暢

謝

　
　
　
　
叢

　
’
　
饗

（
懸

裁
鷺

　
賢
明
な
考
慮
が
必
要
以
上
の
マ
サ
ツ

を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
よ
く

判
断
し
て
、
小
さ
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
よ
く
話
し
あ
い
、
理
解
を
深
め
て

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
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臨
燦

舜
…
！
◆

　
自
動
車
や
自
動
車

用
燃
料
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
税
金
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
！

　
　
　
　
　
ヌ
ー
カ
ー
か
ら
出
荷
さ

れ
る
価
格
に
対
し
て
、
普
通
乗
用
車
は

二
〇
％
、
小
型
乗
用
自
動
車
は
一
五
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
自
動
車
重
量
税
・
：
・
例
え
ば
車
検
期

間
が
二
年
の
自
家
用
乗
用
車
は
、
自
重

O
・
五
ト
ン
ご
と
に
一
万
二
千
六
百
円

で
す
。

◎
揮
発
油
税
・
地
方
道
路
税
・
：
・
自
動

車
用
ガ
ァ
リ
ン
の
価
格
に
、
一
リ
ッ
ト

ル
当
り
、
揮
発
油
税
が
三
十
六
円
五
十

銭
、
地
方
道
路
税
が
六
円
六
十
銭
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
㌧
曲

懲騨ぐ
念
，

鯨
D
しh
e

◎
石
油
ガ
ス
税
・
：
・
自
動
車
の
燃
料
と

し
て
営
業
車
に
使
わ
れ
て
い
る
L
P
ガ

ス
の
価
格
に
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
十

七
円
五
十
銭
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
自
動
車
取
得
税
・
：
・
取
得
価
額
に
対

し
て
、
自
家
用
自
動
車
は
五
％
、
軽
自

動
車
は
三
％
で
す
が
、
排
出
ガ
ス
規
制

適
合
車
な
ど
は
税
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
自
動
車
税
・
：
・
例
え
ば
、
一
四
〇
〇

C
C
ク
ラ
ス
の
自
家
用
自
動
車
で
は
年

額
二
万
七
千
五
百
円
で
す
。

◎
軽
自
動
車
税
・
：
・
例
え
ば
、
自
家
用

軽
乗
用
車
は
年
額
五
千
九
百
円
で
す
。

◎
軽
油
引
取
税
・
：
・
自
動
車
の
燃
料
で

あ
る
軽
油
の
価
格
に
、
一
リ
ッ
ト
ル
当

り
、
十
九
円
五
十
銭
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
こ
の
よ
う
に
、
自
動
車
を
と
り
ま
く

税
金
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
特

に
自
動
車
重
量
税
、
揮
発
油
税
、
地
方

道
路
税
、
石
油
ガ
ス
税
、
自
動
車
取
得

税
、
狸
油
引
取
税
の
税
収
の
大
部
分
は

国
や
地
方
の
道
路
整
備
の
た
め
に
使
わ

れ
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

iii　9月の納税

iii固定資産税

iii第3期分
iii納期限9月30日

il◆お父さん

…ii　納税すんだの僕の家◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
職

「
子
供
老
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
事
故
防
止
」
　
．

　
九
月
二
十
一
日
か
ら

秋
の
交
通

　
　
　
　
　
安
全
運
動
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠

　
㎜

　
㎜漁
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。替楚9同
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董モ〈
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　まき　考
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　　腿
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難
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勲

三｝ン刃

　　　ろ　　み
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’　　生ヒ九け
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司
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小
原
駐
在
所
に

　
　
　
青
山
さ
ん

　
八
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
警
察
の
人
事

異
動
で
、
小
原
駐
在
所
に
青
山
さ
ん
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

氏
名
　
青
山
力
（
32
歳
）
郡
山
出
身

趣
味
、
釣
　
特
技
、
剣
道
初
段

　
青
山
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

る
前
は
、
熊
谷
上
中
条
駐
在
所
に
勤
務

し
、
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
ば
と
奉
職
し
た
そ
う

で
す
。

　
住
民
と
の
融
和
を
大
事
に
し
、
村
の

治
安
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
四
年
問
小
原
駐
在
所
に
勤

務
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
岡
本
さ
ん
は
、

八
月
を
も
っ
て
退
職
む
、
得
意
の
音
楽

の
道
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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㎜
計
調
査
」

㎜
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
全
国
の
約
五
百
万
の
住

…
宅
・
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
住
宅
の
国

㎜
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
み
な

㎜
さ
ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な
ど
、

㎜
四
十
二
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ

㎜
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
『

㎜
住
宅
政
策
を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎
資

馴
料
と
な
り
ま
す
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

馴
間
に
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
各

住
宅
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
統

　
　
　
が
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

家
庭
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
っ
て
、
㎜

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
し
く
ご
記
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入
の
う
え
、
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
㎜
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に
再
び
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
馴

お
渡
し
く
だ
さ
い
。
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調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を
つ
く
る
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た
め
だ
け
に
使
い
ま
す
。
調
査
員
や
関
馴

係
者
が
他
に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
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法
律
に
よ
っ
て
か
た
く
禁
止
さ
れ
て
い
㎜

ま
す
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安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ
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さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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な
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知
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の
任
命
し
た
江
南
村
調
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査
区
の
調
査
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
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斉
藤
重
子
、
飯
島
俊
夫
、
小
田
川
公
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富
田
康
夫
、
大
島
　
栄
、
中
村
雅
夫
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